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増減（△減） 比率（％）

床 525 525 0 100.0

人 103 97 6 106.2

〃 101 98 3 103.1

〃 580 550 30 105.5

〃 56 68 △12 82.4

〃 4 6 △2 66.7

〃 844 819 25 103.1

142,747 139,606 3,141 102.2

( 10,689) ( 9,355) ( 1,334) ( 114.3)

精 神 科 〃 2,716 0 2,716 皆増  

感 染 症 〃 234 269 △35 87.0

220,796 215,528 5,268 102.4

( 9,734) ( 10,706) ( △972) ( 90.9)

366,493 355,403 11,090 103.1

( 20,423) ( 20,061) ( 362) ( 101.8)

日 366 365 1 100.3

〃 243 242 1 100.4

75.8 73.0 2.8 103.8

( 83.5) ( 78.5) ( 5.0) ( 106.4)

の増加となり，合計で11,090人増加いたしました。

病床利用率は，前年度に比べ2.8ポイント増の75.8％となり，一般病床のみの利用率では前年度と

比べ5.0ポイント増の83.5％になりました。

事 業 の 実 績

（　）内は一般病床
を示す。

看 護 師

事 務 ・ 技 術 職 員

管理者を除く。

（　）内は救命救急
センターを示す。

人

〃

そ の 他 の 職 員

計

外 来

平 成 27 年 度 仙 台 市 病 院 事 業 の 概 況 と 決 算 の 大 要

摘 要

1 事 業 の 概 況

単位
比 較

平 成 27 年 度

当年度の病院事業におきましては，職員数844人，病床数525床の体制により延べ366,493人の

患者を診療いたしました。患者数は，前年度に比べ，入院部門で5,822人の増加，外来部門で5,268人

〃

入 院

病 床 数

職員数

一 般

医 師

医 療 技 術 員

％病 床 利 用 率

平 成 26 年 度区 分

計

診 療
日 数

患者数

入 院

外 来
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2

（単位　千円）

区　　分

補正予 算額

科　　目 （△減）

15,717,269 △200,000 15,517,269 △202,968

13,189,439 △200,000 12,989,439 △82,533

9,976,360 △200,000 9,776,360 6,222

2,880,000 0 2,880,000 △52,669

333,079 0 333,079 △36,086

2,456,536 0 2,456,536 △119,041

1,000 0 1,000 △313

3,900 0 3,900 △3,900

1,984,990 0 1,984,990 △44,597

37,652 0 37,652 553

33,168 0 33,168 △18,614

5,400 0 5,400 630

14,000 0 14,000 2,991

125,163 0 125,163 △16,966

251,263 0 251,263 △38,825

70,994 0 70,994 △1,729

10,000 0 10,000 △1,823

53,912 0 53,912 0

7,000 0 7,000 109

82 0 82 △15

300 0 300 335

300 0 300 335

0

635

635

1,940,393

38,205

212,438

69,265

8,177

53,912

12,906,906

9,782,582

2,827,331

296,993

2,337,495

687

過 年 度 損 益
修 正 益

収益的収入の予算は，当初15,717,269千円を計上いたしましたが，入院収益の減少を見込み，

（注）収益的収入は，消費税及び地方消費税込みの額である。

予 算 額

決 算 額 増 減 （ △ 減 ）
計

15,314,301

雑 収 益

7,109補 助 金

他 会 計 負 担 金

67

収益，その他医業収益，他会計負担金及び雑収益の減少によるものです。

特 別 利 益

200,000千円の減額補正をいたしましたので，最終予算額は，15,517,269千円となりました。

これに対する決算額は，合計で15,314,301千円となり，202,968千円の減少となりました。これは，主に外来

感 染 症 病 棟 収 益

補 助 金

雑 収 益

入 院 収 益

他 会 計 負 担 金

収益的収入及び支出

入 院 収 益

外 来 収 益

当初予 算額

収 益 的 収 入

(1)

病 院 事 業 収 益

他 会 計 補 助 金

決 算 の 大 要

医 業 収 益

受 取 利 息
及 び 配 当 金

医 業 外 収 益

その他医業収益

長期前受金戻入 108,197

院 内 保 育 施 設
収 益

14,554

職 員 宿 舎 収 益 6,030

医 療 用 品 販 売
収 益

16,991

－ 2 －



（単位　千円）

区　　分

補 正
予 算 額

流用増減額

科　　目 （△減） （△減）

16,786,878 △200,000 0 0 16,586,878 16,009,646 577,232

16,121,240 △200,000 0 △23,037 15,898,203 15,357,683 540,520

給 与 費 6,943,530 0 0 △617,433 6,326,097 6,202,426 123,671

材 料 費 2,859,633 △100,000 0 △83,567 2,676,066 2,609,593 66,473

経 費 2,382,470 △89,000 0 0 2,293,470 1,955,346 338,124

救 命 救 急
セ ン タ ー 費

2,204,953 △11,000 0 677,963 2,871,916 2,869,024 2,892

減 価 償 却 費 1,646,378 0 0 0 1,646,378 1,646,190 188

資 産 減 耗 費 5,000 0 0 0 5,000 4,488 512

研 究 研 修 費 79,276 0 0 0 79,276 70,616 8,660

479,644 0 0 0 479,644 433,783 45,861

支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費

355,342 0 0 0 355,342 345,563 9,779

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

40,000 0 0 0 40,000 26,831 13,169

院 内 保 育 施 設 費 60,413 0 0 △4,274 56,139 35,045 21,094

職 員 宿 舎 費 5,389 0 0 100 5,489 5,489 0

医 療 用 品 販 売 費 12,500 0 0 4,174 16,674 16,564 110

雑 損 失 6,000 0 0 0 6,000 4,291 1,709

70,994 0 0 23,037 94,031 94,000 31

感 染 症 病 棟 費 用 70,994 0 0 23,037 94,031 94,000 31

100,000 0 0 0 100,000 124,180 △24,180

過 年 度 損 益
修 正 損

100,000 0 0 0 100,000 124,180 △24,180

15,000 0 0 0 15,000 0 15,000

予 備 費 15,000 0 0 0 15,000 0 15,000

経費の減少によるものです。

（注）収益的支出は，消費税及び地方消費税込みの額である。

収益的支出の予算は，当初16,786,878千円を計上いたしましたが，材料費,経費及び救命救急センター費の減少を

見込み200,000千円の減額補正をいたしましたので，最終予算額は16,586,878千円となりました。

これに対する決算額は，合計で16,009,646千円となり，不用額は577,232千円となりました。これは，主に給与費及び

病 院 事 業 費 用

医 業 費 用

医 業 外 費 用

感 染 症 病 棟 費 用

特 別 損 失

予 備 費

収 益 的 支 出

予 算 額

決 算 額
不 用 額
（ △不 足額）当初予算額 計

予備費
支出額
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（単位　千円）

区　　分

科　　目

4,311,517

3,889,900

386,665

34,952

（単位　千円）

区　　分

科　　目

4,761,307 0 4,511,259 250,048

379,347 0 267,674 111,673

4,381,960 0 4,243,585 138,375

0

資本的収入の予算は，企業債3,889,900千円，企業債償還金の財源としての他会計出資金386,665千円，建設改良費に

0他 会 計 負 担 金 34,952

決 算 額 増 減 （ △ 減 ）

0

30,000

386,665他 会 計 出 資 金

0

当初予算額
流 用
増減額

対する他会計負担金34,952千円，合計で4,311,517千円となりました。

△4,952

翌 年 度
繰 越 額

不 用 額

病 院 事 業
資 本 的 支 出

4,381,9600

4,761,307

企 業 債 償 還 金

資本的収入及び支出

0

00

0企 業 債

(2)

4,311,517

3,889,900

繰 越 額

予 算 額

資 本 的 収 入

病 院 事 業
資 本 的 収 入

当 初 予 算 額

4,135,689

補正予算額 計

建 設 改 良 費 0 379,347

0

補 　正
予算額

（注）資本的収入は，消費税及び地方消費税込みの額である。

0

資 本 的 支 出

　これに対する決算額は，合計で4,135,689千円となりました。

0

0 0

0

0

△175,828

3,777,900 △112,000

327,789 △58,876

決算額

予 算 額

計繰 越 額

（注）資本的支出は，消費税及び地方消費税込みの額である。

調整額876千円及び過年度損益勘定留保資金374,694千円で補てんいたしました。

なお，資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額375,570千円は，当年度分消費税及び地方消費税資本的収支

　これに対する決算額は，合計で4,511,259千円となりましたので，不用額は250,048千円となりました。

資本的支出の予算は，建設改良費379,347千円，企業債償還金4,381,960千円，合計で4,761,307千円となりました。
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増 減 増 減

(△減) (△減)

14,961,548 13,424,775 1,536,773 12,878,540 11,225,982 1,652,558

787,075 594,443 192,632 2,320,848 2,267,160 53,688

92,898 90,027 2,871 69,265 70,155 △890

124,180 4,185,147 △4,060,967 635 994,207 △993,572

15,965,701 18,294,392 △2,328,691 15,269,288 14,557,504 711,784

696,413 3,736,888 △3,040,475

15,965,701 18,294,392 △2,328,691 15,965,701 18,294,392 △2,328,691

医 業 収 益

医 業 外 収 益

区　分

医 業 外 費 用

(3) 損 益 計 算 書

医 業 費 用

区　分
平 成 27 年 度

感 染 症 病 棟 費 用

また総費用は，前年度に比べ2,328,691千円の減少となりましたが，これは主として旧病院の建物，医療機器等の除却損に係る

当 年 度 の 総 収 益 は ， 前 年 度 に 比 べ 711,784千 円 の 増加 となりました が， これ は主 とし て入 院収 益の 増加 によ るものです。

感 染 症 病 棟 収 益

比 較 損 益 計 算 書
（単位　千円）

費 用 の 部 収 益 の 部

平 成 27 年 度平 成 26 年 度
科　目

平 成 26 年 度
科　目

　総収支では，696,413千円の純損失が生じ，累積欠損金は7,103,577千円となりました。

（注）損益計算書は，消費税及び地方消費税抜きの額である。

その他特別損失の皆減によるものです。一方，現病院の固定資産に係る減価償却費や，救急医療提供体制の強化に係る人件費等

計

特 別 損 失

また，旧病院除却に伴う長期前受金戻入額に係るその他特別利益は皆減となっております。

小 計小 計

当 年 度 純 損 失

計

は増加しております。

特 別 利 益

処分したため，当年度末残高は201,163千円となりました。

欠損金については，前年度未処理欠損金が6,896,214千円でありましたが，欠損金処理として，資本剰余金489,050千円の繰入れを

行い，当年度純損失696,413千円を計上しましたので，当年度未処理欠損金は7,103,577千円となりました。

　以上により，当年度未処理欠損金　7,103,577千円については，全額を翌年度に繰り越しいたしました。

(4) 剰 余 金 計 算 書 及 び 欠 損 金 処 理 計 算 書

資本剰余金については，前年度末残高が690,213千円でありましたが，現存しない資産 に係 る資 本剰 余金 489,050千 円を

－ 5 －



増 減 増 減

科　目 (△減) (△減)

33,070,915 34,451,130 △1,380,215 26,371,979 27,357,745 △985,766

5,434,419 4,758,199 676,220 6,599,765 5,871,174 728,591

1,583,990 1,662,187 △78,197

10,852,014 10,524,224 327,790

△6,902,414 △6,206,001 △696,413

38,505,334 39,209,329 △703,995 38,505,334 39,209,329 △703,995

流 動 負 債

繰 延 収 益

資 本 金

比 較 貸 借 対 照 表
（単位　千円）

固 定 資 産

資 産 の 部 負 債 ・ 資 本 の 部

区　分
平成26年度

固 定 負 債

科　目

　剰余金は，当年度純損失の計上により，696,413千円減少いたしました。

固定資産の減少は，主に現病院移転に伴い取得した，建物や医療機器・什器等の資産の減価償却開始によるものです。流動

計

流 動 資 産

　以上が，平成27年度仙台市病院事業会計決算の大要です。

計

資産の増加は，主に各種加算取得や新入院患者増による医業収益の増加により現金預金が増加したことによるものです。

また，負債は，固定負債が985,766千円減少，流動負債が728,591千円増加，繰延収益が78,197千円減少したことから，

資産は，固定資産が1,380,215千円減少し，流動資産が676,220千円増加したことから，総資産は38,505,334千円となりました。

　資本金は，自己資本金が327,790千円増加いたしました。

（注）貸借対照表は，消費税及び地方消費税抜きの額である。

　なお，用地の内訳につきましては，別表「用地内訳表」のとおりです。

剰 余 金

合計で335,372千円減少いたしました。これは，現病院で導入した医療機器や設計委託費に伴う企業債が償還開始となった

ことによるものです。

(5) 貸 借 対 照 表

平成27年度平成27年度 平成26年度
区　分

－ 6 －



別　　表

区 分 所 在 面積（㎡） 帳簿価額（千円） 使 用 目 的 備 考

仙台市若林区清水小路3番1 13,509 34,225 旧病院用地

仙台市若林区東七番丁13番1 1,481 207,360 旧病院用地

仙台市若林区清水小路5番8　外8筆 2,091 896,950 旧 病 院 駐 車 場

仙台市若林区東七番丁15番 702 78,809
旧 病 院 救 急
ス テ ー シ ョ ン

仙台市若林区清水小路5番12　外1筆 239 102,521
旧 病 院 救 急
ス テ ー シ ョ ン

仙台市太白区あすと長町一丁目1番1　他8筆 35,018 9,170,830 病 院 用 地

53,040 10,490,695

　 　 　

用　　地　　内　　訳　　表

施 設 用 地

計

平成28年3月31日現在
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